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スーパーFJ 鈴鹿クラブマンレース 第 1 戦 

 

ポールポジションまであと 0.381秒という勢いで予選 4番手獲得！ 

決勝は速さを見せられないまま無念のリタイヤとなる 

 

3月 11日  決勝  

鈴鹿サーキット西コース １LAP＝3.475km 

天候：晴れ コース：ドライ 

気温：13℃ 湿度 24％ 路面温度：23℃ 

ドライバー：大類康幸（アルビ RTGIA 開志 NSG ＃36） 

 

■３月 9 日（金） フリー走行 

アルビレックス・レーシング・チームとして今シーズン初レースとなる鈴鹿シリーズが

開幕する。 

大類選手にとって今シーズン初の走行となる初日のフリー走行は雨となった。そのため

無理をせず、早めに予定を切り上げた。 

 

■3 月 10 日（土） フリー走行 

 土曜日には天候は回復。昨年の日本一決定戦以来、久々の走行となる大類選手の腕鳴ら

しやコースチェック、そしてマシンのメカニカルチェックをしてフリー走行を終える。 

 

■3 月 10 日（土） 予選 

全 20 台がエントリーする中、大類選手は中盤でコースイン。タイヤが冷えている間は

130R 出口でコースアウトするなど序盤は波乱だったが、修正してコースに復帰。その時点

で、トップから 0.2 秒差の 2 番手をマークする。 

その後、各車タイムを上げ始めていく。大類選手もタイヤが温まりはじめ、順調にタイ

ムを伸ばしていくが、予選アタック最終ラップにペースで劣る車両にひっかかり、タイム

更新ならず。結果、トップから 0.381 秒差の 4 番手で予選終了。最終ラップでクリアラッ

プがとれていればポールポジションを獲得できた可能性が大きく、非常に悔しい予選結果



となった。 

 

■３月 11 日（日） 決勝 

 14 時過ぎ、決勝スターティンググリッドに着く。 

シグナルブラックアウト。 

しかし、大類選手がクラッチミートとアクセルを踏む量を数ミリ間違え、大類選手の意

図に反して路面にタイヤがグリップしてしまい、まさかのエンジンストール（エンジン停

止状態）。西コースは数週間前に路面が張り替えられ、ミュー（摩擦係数）が高くなってい

た。昨年までなら無難にスタートできたはずが、新しい路面になったことでグリップが増

し、クラッチミートした瞬間にタイヤが路面を咬み、予想外のストールとなってしまった。 

すぐさま再スタートを試みるも、予選 10 番手以降の後続車３台に車両の後方左右に追突

され、左右リヤタイヤのサスペンションに損傷を受けてしまう。そこで、大類選手の第 1

戦は終了することになった。 

 

○大類選手コメント 

 今回は表彰台を狙っていたのですが、些細な僕のドライビングミスでレースを終了する

ことになりました。次回を含め、精力的に活動していきます。応援してくださった皆様、

チーム関係者の皆様、本当に申し訳ございませんでした。 

 

○中村監督コメント 

 応援していただいた皆様には大変申し訳ございません。表彰台を狙っていたのですが、

残念な結果になってしまいました。大類選手と協議の上、今後の活動について努力して参

ります。 

 

    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


